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次世代のためにがんばろ会（熊本県）　
代表　松浦 ゆかり さま

みんなが「主役」でがんばろ会

学校法人 はつしば学園小学校（大阪府）
教諭　橘 淳治 さま

クロスカリキュラムで行う
「はつしばスタイル」河川教育

スイス連邦工科大学チューリッヒ校（ETH Zurich）博士研究員
〔日本学術振興会海外特別研究員〕　石川 尚人 さま

川の生き物の食べ物はどこから来るのか？
- 放射性炭素 14 を中心としたマルチアイソトープによる河川食物網の生産基盤の解明 -

川づくりの現場から

I N T E R V I E W

G o o d  P r a c t i c e s  o f  t h e  
O u t c o m e s  S u p p o r t e d  b y  
t h e  R i v e r  F u n d

川を愛する人のために



河川基金へのご寄附は
全国の川をより良くする活動へと
つながっています。

【写真】学校の近くの広瀬川で採取した魚や水生昆虫等を教室に持ち込み、観察等を行う出前講座

　仙台市の広瀬川を主な舞台として、川づくり活動に取組む市民
団体の「カワラバン」では、広瀬川周辺の自然や歴史、文化の中
から「残したいモノ・コト」をアーカイブすると同時に、新たな観光、
教育、レクリエーションコンテンツを創出しました。それらを掲
載した絵地図の活用を通して、仙台を東北地方のモデルとした川
からの視点によるまちづくりのプランの提案を行っています。
　年間を通し数多く川へ足を運んで得た情報を、流域の学校等へ
の出前講座や体験活動に生かすとともに、絵地図や WEB に反映す
ることで、広く広瀬川の魅力を情報発信しています。　

カワラバン
（宮城県仙台市）

仙台市広瀬川を原資とし
た観光・教育コンテンツの

創出と絵地図による普及

河川基金　FILE 02

広瀬川絵地図

河川基金は、川
づくり団体「カ

ワラバン」を

応援しています
。



20	 紹介 	 河川基金　推進事業の取組み

21	 御礼 	 ご寄付の御礼

I N F O

「河川基金だより」は平成 28 年度より、４月・10 月の発行となります。

[ 発行 ]
公益財団法人	河川財団
〒 103-0001
東京都中央区日本橋小伝馬町 11-9
住友生命日本橋小伝馬町ビル 2 階
http://www.kasen.or.jp

[ 表紙写真 ]
球磨川上下流
「川の交流学習会」

[ 編集・デザイン ]
公益財団法人	河川財団	基金事業部

04	 平成 28 年度「河川基金」の新規助成案件を採択しました

09	 川づくり団体の活動持続のための工夫と挑戦
	 - 平成 27 年度　川づくり団体全国事例発表会 -

10	 子どもたちが変わる河川教育を目指して
	 - 平成 27 年度　河川教育研究交流会 -

T O P I C S

 12 みんなが「主役」でがんばろ会
	 次世代のためにがんばろ会（熊本県）　　代表　松浦 ゆかり さま

15 クロスカリキュラムで行う
 「はつしばスタイル」河川教育
 学校法人 はつしば学園小学校（大阪府）　教諭　橘 淳治 さま

18 川の生き物の食べ物はどこから来るのか？
 - 放射性炭素 14 を中心としたマルチアイソトープによる河川食物網の生産基盤の解明 -

 スイス連邦工科大学チューリッヒ校（ETH Zurich）博士研究員〔日本学術振興会海外特別研究員〕
　 石川 尚人 さま

川づくりの現場から

I N T E R V I E W

　河川基金だよりでは、様々な川づくり活動に取り組む皆さまにとって、その活動の参考となるよ
うな Good Practice についての情報発信と共有を目指していきます。
　今回は、河川基金を活用して全国各地で活動されている方々のなかで、川づくり団体については
松浦ゆかりさま、学校での河川教育については橘淳治さま、河川に関する研究については石川尚人
さまから、その活動の様子やメッセージをお聴きしました。 

写真提供：次世代のためにがんばろ会（熊本県）

Good Practices 
of the Outcomes 
Supported by 
the River Fund
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平成 28 年度「河川基金」の
新規助成案件を採択しました

T O P I C S

　

研
究
者
や
研
究
機
関
へ
の
助
成
で

は
、そ
の
目
的
・
成
果
が
「
川
づ
く
り
」

や
河
川
管
理
に
、
ど
の
よ
う
に
貢
献

し
活
用
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
か
を

重
視
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
東
北
大
学
田
中
仁
教

授
の
「
津
波
イ
ン
パ
ク
ト
が
残
存
す

る
河
口
部
に
来
襲
し
た
平
成
27
年
９

月
関
東
・
東
北
豪
雨
出
水
の
影
響
と

課
題
」
は
、
津
波
と
豪
雨
の
影
響
を

考
慮
し
た
土
砂
収
支
の
変
化
は
、
新

規
性
も
高
く
、
興
味
深
い
も
の
と
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
堤
防
の
安
全

中
か
ら
特
徴
的
な
も
の
を
い
く
つ
か

以
下
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
川
づ
く
り
」
へ
の
貢
献
が
期
待
で

き
る
研
究
を
支
援
（
研
究
者
・
研
究

機
関
部
門
）

　
「
研
究
者
・
研
究
機
関
部
門
」
で
は
、

今
年
度
は
次
の
よ
う
な
研
究
に
重
点

的
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

➊
「
川
づ
く
り
」
や
河
川
管
理
に
貢

献
す
る
調
査
・
研
究

　

河
川
財
団
で
は
こ
の
た
び
、
平
成

28
年
度
の
河
川
基
金
助
成
事
業
の
新

規
案
件
と
し
て
２
６
９
件
を
採
択
し

ま
し
た
。
平
成
27
年
７
月
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
「
今
後
の
河
川
整
備
基

金
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の
報
告

を
受
け
、
今
回
の
助
成
事
業
か
ら
は

従
来
の
「
河
川
整
備
基
金
」
か
ら
名

称
を
「
河
川
基
金
」
と
改
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
助
成
事
業
の
枠
組
み
も
一

新
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

す
。

　

今
回
か
ら
は
助
成
部
門
は
そ
の
対

象
者
別
に
「
研
究
者
・
研
究
機
関
部

門
」、「
川
づ
く
り
団
体
部
門
」、「
学

校
部
門
」の
３
部
門
に
再
編
し
て
お
り
、

「
研
究
者
・
研
究
機
関
部
門
」
で
は

１
１
２
件
、「
川
づ
く
り
団
体
部
門
」

で
は
１
０
６
件
、「
学
校
部
門
」
で

は
51
件
の
新
規
採
択
を
し
て
い
ま
す
。

各
部
門
と
も
多
く
の
方
々
か
ら
申
請

を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

河
川
基
金
で
は
、
人
々
の
川
へ
の

理
解
が
深
ま
り
、
人
と
川
と
の
良
好

な
関
係
が
さ
ら
に
強
ま
る
よ
う
な「
川

づ
く
り
」
に
貢
献
す
る
研
究
や
活
動

へ
の
支
援
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
度
に
新
規
採
択
さ
れ
た
案
件
の

部門 区分 採択
件数 計

研究
者・研
究機関

調査・研究助成 75

112

（うち、文科系・文理融合型の調査・研究） （9）

若手研究者・ジュニア研究者に対する
助成 30

アウトリーチ活動助成 7

川づく
り団体

川づくり団体活動助成 102

106

新設川づくり団体自立支援助成 4

学校

教育活動計画助成 49

51
調査・研究助成

（河川教育に関する実践的研究） 2

合計 269

平成 28 年度河川基金　新規採択件数
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助成事業名 所属機関名 代表者 事業概要

調査・研究助成

津波インパクトが残存す
る河口部に来襲した平成
27 年 9 月関東・東北豪雨
出水の影響と課題

東北大学 教授 田中　
仁

太平洋沖地震津波が来襲した河川河口部では，現在も大規模な地形変化が残存してい
る．この様な状況で発生した平成 27 年 9 月関東・東北豪雨出水は既往最高水位を記録
した箇所もある大規模なものであった．このことから，津波により攪乱された河口周
辺の沿岸域土砂収支が，さらに変容したものと危惧される．そこで，仙台海岸に注ぐ
河川を対象に，広域沿岸土砂収支に対する関東・東北豪雨出水の影響とその課題を定
量的に評価する．

河川堤防の安全性向上に
寄与する間隙空気噴発現
象の要対策区間の抽出法

岐阜大学 准教
授

神谷　
浩二

豪雨時に河川堤防が急激な浸水を受けたとき間隙空気が地表から噴発する事例を背景
に，堤防の不安定化に繋がるその一因に対処するため，本研究は間隙空気の噴発現象
が発生し易い堤防区間の抽出法を究明するものである．降雨のハイエトグラフと河川
のハイドログラフ，堤防の粒度・敷幅・のり面勾配・高さ・土層構造の要因による噴
発現象への影響関係を実験・数値解析に基づき分析して，堤防点検等データを活用し
た抽出法を開発する．

文科系・文理融合型の調査・研究に対する助成

住民と行政の協働川づく
りのためのコーディネー
ト手法に関する研究

滋賀県立
大学 助教 平山　

奈央子

住民と河川行政の連携・協働による河川管理・整備を推進するため、川と人，川に関
わる人と人を繋ぐためのコーディネートを行う『河川レンジャー』の活動に着目する。
本研究では，住民と河川行政の連携・協働のために現場のコーディネータが応用でき
る具体的な手法・担うべき役割・留意点を明らかにする。この研究成果は，河川事業
に継続的な住民の関与が必要な場合，河川行政が住民との関係性を構築，維持するた
めに役立つ。

ジオスライサー調査と古
文書解析による佐波川沿
いの洪水・土石流発生ポ
テンシャルの変遷の評価

山口大学 准教
授

鈴木　
素之

山口県防府市を流れる佐波川とその流域では、ダムや堤防が整備される以前は，多発
する洪水や崩壊・土石流に地域住民は悩まされていた。本課題では、佐波川の氾濫原
と土石流扇状地が交差する箇所においてジオスライサーによる試料採取，堆積相解析，
堆積層に含まれる炭化物の放射性炭素年代測定を行う。そして，その結果に基づく地
層評価と地域に残る古文書の災害記事を照合して、この地域の洪水と土石流の発生履
歴を解き明かす。

若手研究者に対する助成

UAV を用いた高密度・高
効率な河川測量技術の検
証

山口大学 助教 神野　
有生

河川管理には地形情報が不可欠であるが、従来、水面下の地形を十分な時空間密度で
測ることは難しかった。本研究では、最近低廉化・高性能化した UAV による空撮画像
に自動写真測量 ) と水面屈折補正を施すことで、陸から水面下に至る解像度約 10 cm
の表面高分布 (DSM) を作る技術を、佐波川で検証する。本研究は、この技術の国内初
の検証であり、河川測量の飛躍的な高密度化・効率化に結び付くことが期待される。

河川環境が持つ文化的生
態系サービスの評価と規
定要因の解明：景観生態
学と環境心理学によるア
プローチ

東京大学 PD 曽我　
昌史

河川環境が持つ文化的生態系サービス（精神的安らぎ等）は、都市住民の生活の質を
向上させる上で重要な役割を持つ。しかしながら、これまで河川環境が持つ文化的生
態系サービスの評価や規定要因の解明は殆ど行われてこなかった。そこで本研究では、
多摩川流域における自然度（生物多様性）が異なる 20 ヶ所の河川環境（河川に隣接す
る緑地帯など）を対象に、文化的生態系サービスの評価とその規定要因の解明を行う。

ジュニア研究者に対する助成

守れ！ふるさとのヒダサ
ンショウウオ

山県市立
高富中学
校

教諭 和田　
全弘

生物部が校区に棲む準絶滅危惧種のヒダサンショウウオの研究を行っている。今年が 3
年目で、こどもエコクラブ大賞（全国 1 位）を受賞、日本爬虫両生類学会で発表する。
研究を通して、ふるさとの川の素晴らしさを再認識し、市民と共に河川環境保全活動
に繋げたい。

湿地から生まれる命のつ
ながり　～湿地再生と生
物多様性の回復調査～

北海道帯
広農業高
等学校

校長 岡本　
幹也

本活動は、再生湿地における生物多様性回復の評価・考察を得ることを目的とする。
平成 24 年度に造成された湿地において、これまでの魚類調査の継続と併せて、湿地植
物、水生昆虫、野鳥へと対象を広げた生物調査を実施する。単一の生物種の増減だけ
ではなく、「生物間のつながり」に視点をあて、その変化について調査する。

アウトリーチ活動助成

水資源・河川分野のリー
ダー育成のための国際教
育プログラム

東京大学 教授 中井　
祐

国内外の大学生 40 名を対象とする 2 週間の国際サマープログラムを開催する。河川・
水資源の計画と管理、経済、合意形成に関わるわが国の専門家による講義やビッグデー
タを活用した気候変動の影響評価分析、わが国の河川管理施設の先進的事例の視察を
通して、水問題に関する包括的な知見と分析手法を受講者が短期間で習得することが
できる国際教育プログラムを構築する。

研究者・研究機関部門　採択案件事例
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地
質
学
と
歴
史
学
の
双
方
の
視
点
か

ら
土
砂
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
山
口
大
学

の
鈴
木
素
之
准
教
授
の
「
ジ
オ
ス
ラ

イ
サ
ー
調
査
と
古
文
書
解
析
に
よ
る

佐
波
川
沿
い
の
洪
水
・
土
石
流
発
生

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
変
遷
の
評
価
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

➌
若
手
研
究
者
・
ジ
ュ
ニ
ア
研
究
者

に
対
す
る
助
成

　

研
究
経
験
の
少
な
い
若
手
研
究

者
の
方
々
が
研
究
者
と
し
て
良
い
ス

タ
ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
、
若
手
研
究

者
（
35
歳
以
下
）
の
方
に
優
先
的
に

助
成
を
行
え
る
よ
う
助
成
区
分
を
設

け
て
い
ま
す
。
加
え
て
中
学
生
・
高

校
生
が
ク
ラ
ブ
活
動
で
行
う
調
査
・

研
究
に
も
、
ジ
ュ
ニ
ア
研
究
者
と
し
て

助
成
区
分
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

若
手
研
究
者
で
は
、Ｕ
Ａ
Ｖ
を
使
っ

た
水
面
下
の
測
量
技
術
で
あ
り
、
実

用
化
で
き
れ
ば
画
期
的
で
あ
る
と
し

て
、山
口
大
学
神
野
有
生
助
教
の
「
Ｕ

Ａ
Ｖ
を
用
い
た
高
密
度
・
高
効
率
な

河
川
測
量
技
術
の
検
証
」
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
河
川
の
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
の
文
化
面
を
心
理
学
的
指
標
と

関
連
づ
け
て
論
じ
る
点
が
ユ
ニ
ー
ク

性
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
間
隙
空

気
の
噴
出
現
象
に
対
処
す
る
た
め
の

具
体
的
な
提
案
を
含
ん
だ
研
究
で
あ

る
と
し
て
、
岐
阜
大
学
神
谷
浩
二
准

教
授
の
「
河
川
堤
防
の
安
全
性
向
上

に
寄
与
す
る
間
隙
空
気
噴
発
現
象
の

要
対
策
区
間
の
抽
出
法
」
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

❷
文
科
系
・
文
理
融
合
型
の
調
査
・

研
究

　

工
学
・
自
然
科
学
等
の
理
科
系
の

研
究
だ
け
で
な
く
、
社
会
科
学
・
人

文
科
学
等
の
文
科
系
の
研
究
や
、
理

科
系
と
文
科
系
の
双
方
の
視
点
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
知

見
を
得
る
こ
と
を
目
指
す
文
理
融
合

型
の
調
査
・
研
究
に
も
幅
広
く
助
成

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

文
科
系
の
研
究
と
し
て
は
、
社
会

学
的
な
観
点
か
ら
、
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
制
度
や
活
動
に
つ
い
て
体
系
的
に
レ

ビ
ュ
ー
し
、
今
後
の
姿
を
考
え
る
こ
と

が
タ
イ
ム
リ
ー
な
課
題
で
あ
る
と
評

価
さ
れ
た
、
滋
賀
県
立
大
学
平
山
奈

央
子
助
教
の
「
住
民
と
行
政
の
協
働

川
づ
く
り
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

手
法
に
関
す
る
研
究
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
文
理
融
合
型
の
研
究
と
し
て
は
、

平成 28 年度「河川基金」の新規助成案件を採択しました
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平成 28 年度「河川基金」の新規助成案件を採択しました
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ま
す
が
、
今
年
の
申
請
で
は
、
一
般

市
民
が
参
加
す
る
に
は
専
門
的
す
ぎ

る
案
件
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
い
か
に

多
く
の
一
般
市
民
の
方
々
が
関
心
を

持
ち
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
工
夫
し

て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。
今
回
の

採
択
事
例
と
し
て
は
、
国
内
外
の
若

い
大
学
生
が
水
問
題
に
つ
い
て
の
知

見
・
分
析
手
法
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
を
目
指
す
、

東
京
大
学
の
中
井
祐
教
授
の
「
水
資

源
・
河
川
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
の

た
め
の
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

あ
り
ま
す
。

将
来
に
向
か
っ
て
活
動
を
継
続
・
発

展
さ
せ
る
た
め
に
（
川
づ
く
り
団
体

部
門
）

　
「
川
づ
く
り
団
体
部
門
」
に
つ
い
て

は
、
特
に
「
川
づ
く
り
」
へ
の
貢
献

が
期
待
で
き
る
か
、
自
ら
の
活
動
を

継
続
的
に
展
開
し
て
ゆ
く
た
め
に
必

要
な
資
金
確
保
や
後
継
者
育
成
が
行

わ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
点
を
重
視
し

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
採

択
さ
れ
た
事
業
の
中
か
ら
、
い
く
つ

か
特
徴
的
な
事
例
を
以
下
に
ご
紹
介

し
ま
す
。
な
お
助
成
対
象
の
川
づ
く

だ
と
し
て
、
東
京
大
学
曽
我
昌
史
Ｐ

Ｄ
の
「
河
川
環
境
が
持
つ
文
化
的
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
と
規
定
要
因

の
解
明
：
景
観
生
態
学
と
環
境
心

理
学
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
研
究
者
の
採
択
事
例
で

は
、
中
学
生
に
よ
る
日
高
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
生
態
調
査
で
あ
る
山
県
市

立
高
富
中
学
校
の
「
守
れ
！
ふ
る
さ

と
の
ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
研
究
の
具
体
性
が
高
く
、

実
際
の
河
川
整
備
事
業
と
つ
な
が
っ
て

い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
北
海
道
帯
広

農
業
高
等
学
校
の
「
湿
地
か
ら
生
ま

れ
る
命
の
つ
な
が
り
～
湿
地
再
生
と

生
物
多
様
性
の
回
復
調
査
～
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
➍
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
助
成

　

研
究
者
・
研
究
機
関
が
一
般
市
民

な
ど
に
向
け
て
実
施
す
る
公
開
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
高
大
連
携
事
業
、
出
前

事
業
と
い
っ
た
活
動
へ
の
助
成
と
し
て

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
助
成
」
が
今

回
か
ら
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
本
助
成

で
は
、
一
般
市
民
の
参
加
に
よ
り
河

川
に
関
す
る
研
究
成
果
を
広
く
社
会

に
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
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り
団
体
が
開
催
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
の
情
報
は
、
開
催
前
に
河
川
基
金

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
助
成
事
業
者
か

ら
の
お
知
ら
せ
」
コ
ー
ナ
ー
（http://

w
w

w
.kasenseibikikin.jp/index.

php
）
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
や
お
近
く
の
方
は
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

➊
川
づ
く
り
団
体
活
動
助
成

　

市
民
自
ら
が
講
師
や
案
内
人
に
な

り
、
流
域
の
一
般
市
民
や
学
生
を
対

象
と
し
た
「
筑
後
川
流
域
講
座
」
や

筑
後
川
の
魅
力
を
紹
介
す
る
リ
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
を
行
う
「
筑
後
川

ま
る
ご
と
博
物
館
運
営
委
員
会
」
の

「
筑
後
川
を
ま
る
ご
と
学
ん
で
人
材

を
育
て
る
活
動
」、
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー

や
気
象
予
報
士
が
そ
の
高
い
専
門
性

を
活
か
し
て
学
校
で
の
河
川
防
災
出

前
授
業
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
る

「
気
象
キ
ャ
ス
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に

よ
る
「
河
川
防
災
の
小
学
校
出
前
授

業
・
子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
」
が
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
海
外
か
ら
の

来
訪
者
も
含
め
た
多
く
の
人
々
に
東

京
の
川
の
魅
力
を
発
信
し
、
川
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
す
「
秋
葉

原
天
王
洲
羽
田
空
港
舟
運
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
準
備
会
」の「
秋
葉
原
・
天
王
洲
・

羽
田
空
港
舟
運
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
よ

う
な
活
動
も
あ
り
ま
す
。

➋
新
設
川
づ
く
り
団
体
自
立
支
援
助

成
　

設
立
か
ら
５
年
以
内
の
新
し
い
川

づ
く
り
団
体
を
対
象
に
、
そ
の
活
動

を
円
滑
に
軌
道
に
乗
せ
ら
れ
る
よ
う

最
大
５
年
間
の
支
援
を
し
ま
す
。
採

択
事
例
と
し
て
は
流
域
内
の
上
下
流

交
流
や
情
報
共
有
に
加
え
、
上
流
の

ダ
ム
近
傍
の
廃
ト
ン
ネ
ル
を
活
用
し

た
焼
酎
熟
成
と
い
っ
た
活
動
資
金
確

保
も
目
指
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み

を
行
う
「
荒
川
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協
議

会
」
の
「
荒
川
流
域
連
携
５
か
年
計

画
」
が
あ
り
ま
す
。

学
校
で
の
河
川
教
育
の
導
入
や
普
及

を
支
援
（
学
校
部
門
）

　
「
学
校
部
門
」
で
は
、
川
や
流
域
を

題
材
に
防
災
、
環
境
、
歴
史
・
文
化

等
に
つ
い
て
学
ぶ
河
川
教
育
を
学
校

教
育
の
現
場
に
導
入
・
普
及
す
る
た

め
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に

河
川
教
育
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
ど
の
よ
う
な
力
を
獲
得
し
、
ど
の

助成事業名 所属機関名 代表者 事業概要

川づくり団体活動助成

筑後川をまるごと学んで
人材を育てる活動

筑後川まる
ごと博物館
運営委員会

館長 浅見　
良露

筑後川防災施設「くるめウス」を拠点に、流域団体の協力を得て公開講座 , リ
バーツアー , イベント , 展示 , などに通じて、多世代の人々が自ら体験して学
ぶ活動を実施する。流域のありのままの姿を住民が学んで知る場を創り、川
の環境改善や防災意識の向上、地域の活性化へ向けて実践活動できる人材を
育てる。

河川防災の小学校出前授
業・子供向けイベント

気象キャス
タネット
ワーク

理事
長

田畑　
涼子

２０１５年度も関東・東北豪雨など気象災害が数多く発生し、防災知識の普
及の重要性が再認識された。学校からの防災教育のニーズもこれまで以上に
高まっている。そこで２０１６年度は気象キャスター、気象予報士による防
災出前授業を全国３０校で実施するとともに、河川管理関連施設での子供向
け防災イベントを３か所で実施する。

秋葉原・天王洲・羽田空
港舟運プロジェクト

秋葉原天王
洲羽田空港
舟運プロ
ジェクト準
備会

代表 加島　
津世志

東京都心（秋葉原、天王洲）と羽田空港を結ぶ河川舟運の通年定期運行を目
指し、今年度は連続 100 日規模の社会実験を２回実施する。河川舟運の実現
は各地区での観光・地域づくりに資するとともに、舟運利用者に対して、今
まであまり知られていない都内河川の魅力を伝えることが期待される。

新設川づくり団体自立支援助成

荒川流域連携 5 か年計画
荒川ビジョ
ン推進協議
会

会長 宮林　
茂幸

荒川流域内の交流によって、流域内の情報の共有化と問題点の認識・次世代
の人材の育成を重点に置いて、種々の施策を実践していく。相互に理解を深
めて荒川流域一帯のことについて流域で考えていくことを目指す。

平成 28 年度「河川基金」の新規助成案件を採択しました

T O P I C S

平成 28 年度「河川基金」の新規助成案件を採択しました
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川づくり団体部門　採択案件事例
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習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
行
う
宇
城
市

立
海
東
小
学
校
の
「
ふ
る
さ
と
の
川

に
学
ぼ
う
～
す
ば
ら
し
い
水
環
境
は

海
東
か
ら
Ⅱ
～
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
を
し

た
河
川
基
金
が
川
づ
く
り
に
携
わ
る

様
々
な
方
々
に
有
効
に
活
用
さ
れ
、

そ
の
活
動
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
願
い
、
新
た
に
採
択
さ
れ
た

研
究
や
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
助
成
事
業
者
の
方
々
を
は

じ
め
、
幅
広
く
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、河
川
基
金
が
多
く
の
方
々

に
活
用
さ
れ
、
人
々
の
河
川
へ
の
理

解
が
深
ま
り
、
人
と
川
と
の
良
好
な

関
係
が
築
か
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

よ
う
に
変
容
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
の
か
と
い
っ
た
点
が
重
点
的
に
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

➊
教
育
活
動
計
画
助
成

　

幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学
校
な

ど
で
の
河
川
教
育
計
画
の
策
定
と
そ

の
実
践
を
行
う
学
校
に
助
成
を
し
ま

す
。

　

学
校
の
近
く
の
川
を
舞
台
と
し
て

生
物
観
察
や
米
づ
く
り
を
行
い
、
観

察
力
や
問
題
解
決
力
を
養
う
活
動
を

実
践
す
る
日
の
出
町
立
平
井
小
学
校
の

「
平
井
川
に
す
む
水
生
生
物
や
野
鳥

の
観
察
」、
理
科
と
社
会
科
に
河
川

教
育
を
取
り
入
れ
、
充
実
し
た
教
育

計
画
の
も
と
に
子
ど
も
の
変
容
を
明

確
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
聖
ウ
ル

ス
ラ
学
院
英
智
小
・
中
学
校
の
「
広

瀬
川
と
な
か
よ
く
な
ろ
う
」
と
い
っ

た
活
動
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

➋
調
査
・
研
究
助
成

　

幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学
校
な

ど
で
の
全
校
体
制
で
の
河
川
教
育
の

実
践
的
研
究
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

採
択
事
例
と
し
て
は
、
地
元
の
河
川

を
題
材
に
、
理
科
や
社
会
科
な
ど
に

河
川
教
育
を
取
り
入
れ
る
た
め
の
学

川づくり団体の
活動持続のための工夫と挑戦
- 平成 27 年度　川づくり団体全国事例発表会 -

助成事業名 所属機関名 代表者 事業概要

教育活動計画助成

広瀬川となかよくなろう
聖ウルスラ
学院英智
小・中学校

校長 伊藤　
宣子

広瀬川の上流や中流の様子を調べることによって、場所による川のようすの
違いは土地の傾きに関係があることに気づいたり、川の水が土地のようすを
変えることを理解する。広瀬川の堰や仙台市内にある用水を調べ、仙台の街
の成立と用水が密接なかかわりを持っていたことを知る。多くの人の働きに
より、都市の清流が維持されていることを知る。

平井川にすむ水生生物や
野鳥の観察

日の出町立
平井小学校 校長 加藤　

純

学校の近くを流れる平井川に棲む生き物を観察し、魚や水生昆虫・野鳥を調
べるとともに自然への理解を深める。それにより、生き物にとって平井川の
環境が不可欠であることを理解させ、環境を保護しようという意識を高め、
地域を愛する心の醸成をめざす。

調査・研究助成

ふるさとの川に学ぼう～
すばらしい水環境は海東
からⅡ～

宇城市立海
東小学校 校長 今村　

誠之

様々な生き物が棲息する砂川水系のよさを再確認し、地元への愛着を持つ。
そして環境保全活動を行うとともに、その過程において水質調査やホタルの
棲む環境調べ、水害と闘った歴史等砂川や地域の特徴調べなど学年に応じた
調べ学習や実践等、探求的な学習を系統立て、全学年に渡る学習プログラム
を開発する。

学校部門　採択案件事例

平成 28 年度「河川基金」の新規助成案件を採択しました

T O P I C S
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う
に
常
に
努
力
し
て
い
る
と
い
っ
た
取

組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
材
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
は
、

若
い
高
校
生
が
関
心
を
持
つ
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
そ
の
参
加

者
を
団
体
に
取
り
込
ん
で
い
く
よ
う

な
取
組
み
や
、
川
に
特
化
す
る
だ
け

で
は
な
く
川
に
あ
ま
り
興
味
の
な
い

未
経
験
者
で
も
と
っ
つ
き
や
す
い
よ

う
な
テ
ー
マ
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
、
ま
ず
は
川
に
来
て
も
ら
い
川

に
親
し
ん
で
も
ら
う
よ
う
な
活
動
を

行
う
と
い
っ
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
後
継
者
確
保
に
は
、
若

者
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
会
社
を
リ

タ
イ
ヤ
し
た
ば
か
り
の
よ
う
な
方
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
シ
ル
バ
ー
世
代
も
輝

く
活
動
」
を
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と

い
う
意
見
や
、
河
川
だ
け
に
限
ら
ず

広
く
関
係
す
る
団
体
同
士
で
そ
の
得

意
分
野
を
活
か
し
つ
つ
人
材
の
や
り

く
り
を
し
て
い
る
と
い
う
事
例
も
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
実
践
し
て
い
る
取
組
み
や

工
夫
は
、
同
じ
よ
う
な
課
題
を
抱
え

る
多
く
の
団
体
に
と
っ
て
有
益
な
情

報
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
実
り
多
い

事
例
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

川づくり団体の
活動持続のための工夫と挑戦
- 平成 27 年度　川づくり団体全国事例発表会 -

平成 28 年 1 月 29 日 ( 金 ) に東京都文京区本郷の東京大学「山上会館」にて、「平成 27 年度川づくり団体全
国事例発表会」が開催されました。参加者はほぼ満席の 93 名を数え、平成 26 年度河川基金の助成事業のうち、
優秀と認められた 16 団体の皆様の表彰をしました（団体の一覧は P11 参照）。そのうち７事例については、
その活動内容の発表をしていただき、パネルディスカッションにも参加していただきました。また基調講演
として、埼玉大学の田中規夫教授に「川づくり団体の活動」と題して、平成 26 年度の啓発活動部門全体に
ついてのお話をいただきました。

優
秀
成
果
と
し
て
表
彰
さ
れ
た

団
体
の
特
徴

　

平
成
26
年
度
の
助
成
事
業
の
う

ち
、
各
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

の
特
色
を
生
か
し
た
活
動
を
行
い
、

多
く
の
参
加
者
を
集
め
る
等
、
活
発

な
活
動
を
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
最
近
の
傾

向
と
し
て
は
、
学
校
や
先
生
に
対
し

て
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
出
前

授
業
や
体
験
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

団
体
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

川
づ
く
り
団
体
の
活
動
持
続
の

た
め
の
取
組
み

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

特
に
資
金
面
と
人
材
面
か
ら
活
動
を

継
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
取
組

み
や
工
夫
を
中
心
に
議
論
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
団
体
が
直
面
す
る
資
金
の

確
保
策
に
つ
い
て
は
、
河
川
基
金
の

よ
う
な
助
成
金
だ
け
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
市
町
村
や
学
校
と
の
連
携
に

よ
る
受
託
業
務
か
ら
の
収
入
や
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
一
般
参
加
者
か
ら
の
参
加

費
な
ど
、
多
様
な
収
入
源
を
持
つ
よ

T O P I C S

平成 28 年度「河川基金」の新規助成案件を採択しました

T O P I C S
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や
、
外
部
の
講
師
に
任
せ
き
り
に
す

る
こ
と
な
く
教
員
が
自
ら
指
導
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
い
っ
た
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
学
校

全
体
で
河
川
教
育
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

化
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
一
部
の

先
生
が
異
動
し
て
も
河
川
教
育
を
継

続
し
て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

く
と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
や

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
の
関
連

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
金
沢
緑
教

授
か
ら
は
、
ま
と
め
と
し
て
、
先

生
が
子
ど
も
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

の
イ
メ
ー
ジ
と
、
実
際
に
子
ど
も
た

ち
が
学
ん
で
変
容
し
た
姿
に
ズ
レ
が

な
い
か
検
証
す
る
こ
と
の
必
要
性
や
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
河
川

教
育
の
関
係
に
つ
い
て
も
興
味
深
い

お
話
が
伺
え
ま
し
た
。
ま
た
角
屋
教

授
の
ご
講
話
で
は
、「
河
川
教
育
な
ら

で
は
の
教
育
的
価
値
」
は
子
ど
も
た

ち
に
生
き
る
道
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
活
か
す
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、

河
川
教
育
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
に

も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
目

指
し
た
河
川
教
育
を
提
案
す
る
必
要

子どもたちが変わる
河川教育を目指して
- 平成 27 年度河川教育
  研究交流会 -

T O P I C S

　平成 28 年 1 月 30 日 ( 土 ) に前日の「川づくり団体事例発表会」に続き、東京大学「山上会館」にて、全国の学
校を対象に「平成 27 年度河川教育研究交流会」が開催され、教育関係者を中心に 80 名の方々が参加しました。
　全国の平成 26 年度河川基金による河川教育への取組みのうち、32 校にその成果をポスターセッションで発表し
て頂くとともに、優秀と認められた 10 校を表彰しました。そのうち 6 校の先生方には、関西福祉大学の金沢緑教授
のコーディネイトによるパネルディスカッションに参加いただき、その授業内容の発表や議論をしていただきまし
た。また日本体育大学の角屋重樹教授より「これからの河川教育に期待するもの」としてご講話をいただきました。

優
秀
成
果
と
し
て
表
彰
さ
れ
た

学
校
の
特
徴

　

河
川
教
育
に
よ
り
「
育
成
し
た
い

能
力
」
や
「
育
成
し
た
い
能
力
が
身

に
つ
い
た
子
ど
も
の
姿
」
が
明
確
に

教
育
計
画
の
中
で
示
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
か
具
体
的
に
検
証
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
活
動
が
特
に
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

河
川
教
育
の
導
入
と
継
続
の
た

め
に

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

河
川
教
育
を
進
め
る
う
え
で
必
要
な

専
門
家
や
市
民
団
体
か
ら
の
協
力
を

ど
う
受
け
て
い
る
か
と
い
っ
た
点
や
、

河
川
教
育
を
中
心
的
に
進
め
て
い
る

専
門
性
の
高
い
教
員
が
異
動
し
た
場

合
で
も
河
川
教
育
を
継
続
で
き
る
よ

う
な
学
校
の
対
応
や
シ
ス
テ
ム
等
に
つ

い
て
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
地
域
で
の
川
の

専
門
家
や
市
民
団
体
な
ど
の
協
力
を

得
る
た
め
に
、
校
長
・
教
頭
が
中
心

と
な
っ
て
学
校
全
体
の
取
組
み
と
し

て
地
域
と
の
関
わ
り
合
い
を
保
つ
こ
と

平成 27 年度　河川教育研究交流会における
ポスターセッション
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優秀成果表彰団体 都道府県 発表

一般社団法人　栗山青年会議所 北海道 ●

ＮＰＯ法人　北海道魚道研究会 北海道

カワラバン 宮城県 ●

一般財団法人渡良瀬遊水地アクリ
メーション振興財団 栃木県

彩の川研究会 埼玉県

みやぞの池と坂川を活かしたまち
づくり市民の会 千葉県

特定非営利活動法人　多摩川塾 東京都 ●

気象キャスターネットワーク 東京都 ●

信濃川大河津資料館友の会 新潟県

特定非営利活動法人ｅ－ｐｌｕｓ
生涯学習研究所 岐阜県

再生・保全管理部会　第３工区班 静岡県

矢田・庄内川をきれいにする会 愛知県

矢田川子どもの水辺協議会 愛知県 ●

大和川市民ネットワーク 大阪府 ●

次世代のためにがんばろ会 熊本県 ●

ＮＰＯ法人白川流域リバーネット
ワーク 熊本県

優秀成果表彰学校 都道府県 発表

 苫小牧市立苫小牧西小学校 北海道 ●

 気仙沼市立面瀬小学校 宮城県

 石巻市立北上小学校 宮城県

 多摩市立連光寺小学校 東京都

 安城市立梨の里小学校 愛知県 ●

 高島市立マキノ東小学校 滋賀県 ●

 学校法人　はつしば学園小学校 大阪府 ●

 島根県江津市立桜江小学校 島根県 ●

 益田市立吉田小学校 島根県

 北九州市立すがお小学校 福岡県

平成 27 年度　河川教育研究交流会　発表者等一覧

平成 27 年度　川づくり団体全国事例発表会　発表者等一覧

平成 27 年度川づくり団体全国事例発表会における意見交換の様子

平成 27 年度　河川教育研究交流会における
ポスターセッション

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
助
成
事
業
自
体

も
そ
れ
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
河
川
教
育
に
取
組
む
学
校

の
先
生
を
中
心
に
、
様
々
な
学
校
の

取
り
組
み
状
況
や
課
題
に
ど
う
向
き

合
う
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
会
で
の
成
果
が
学
校
で

の
河
川
教
育
推
進
に
役
立
つ
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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話
を
し
た
ら
、
市
と
一
緒
に
河
川
浜

辺
の
大
掃
除
会
を
行
う
こ
と
に
な
り
、

そ
の
活
動
を
地
方
新
聞
社
が
取
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
県

事
務
所
が
一
緒
に
や
り
た
い
と
、
話

が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
始
ま
っ
た
の
が

「
子
ど
も
ゴ
ミ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
で

す
。
今
で
は
年
間
を
通
し
て
、
実
施

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
数
も
か
な
り
増
え

ま
し
た
。
国
土
交
通
省
の
事
務
所
も

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
国
、
県
、

市
役
所
と
合
同
で
や
っ
て
い
る
感
じ
で

す
。

互
い
の
顔
が
見
え
る
こ
と
で
生

ま
れ
る
新
た
な
事
業
や
連
携

　

発
足
当
初
か
ら
、
官
（
八
代
市
役

所
）、
学
（
八
代
高
専
）、
民
（
が
ん

ば
ろ
会
）
が
協
同
で
立
ち
上
げ
た
会

で
す
が
、
日
頃
か
ら
、
地
域
に
入
り

込
ん
で
様
々
な
活
動
を
進
め
て
い
る

会
員
の
繋
が
り
で
人
と
人
と
が
繋
が
っ

て
い
て
、
そ
の
人
の
繋
が
り
で
お
互
い

に
活
動
の
依
頼
が
恙つ

つ
が
な無
く
で
き
て
い

ま
す
。

　

官
・
学
・
民
・
産
が
協
働
で
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
主
体
が
得
意
と
す
る
分
野
を
担

当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
い
効

次世代のためにがんばろ会（熊本県）　代表　松浦 ゆかり さま　（写真中央後列）

みんなが「主役」でがんばろ会

川づくりの現場から

I N T E R V I E W

みんなが「主役」でがんばろ会

I N T E R V I E W
川づくりの現場から

気
が
つ
け
ば
大
き
な
広
が
り
に

　

八
代
市
環
境
基
本
計
画
の
策
定
委

員
の
有
志
た
ち
が
、
実
際
の
活
動
を

通
し
て
こ
れ
か
ら
の
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
育
成
し
「
身
近
な
川
や

自
然
を
守
る
人
づ
く
り
」
を
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
平
成
13
年
に
発
足
し
、

現
在
ま
で
八
代
市
の
環
境
保
全
の
た

め
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

会
の
発
足
当
初
は
、
環
境
出
前
授

業
を
す
る
こ
と
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、

一
緒
に
や
っ
て
い
た
顧
問
の
先
生
か
ら

牡
蠣
殻
を
使
っ
た
水
質
浄
化
を
し
て

み
な
い
か
と
の
話
が
あ
り
、
会
が
発

足
し
た
翌
年
か
ら
「
牡
蠣
殻
を
利
用

し
た
河
川
水
質
浄
化
活
動
」
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
は
水
質

浄
化
活
動
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
活

動
を
通
じ
て
川
の
ゴ
ミ
が
気
に
な
り

だ
し
、
浜
辺
の
ゴ
ミ
が
気
に
な
り
、

そ
の
原
因
は
何
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
人
間
の
捨
て
た
ゴ

ミ
が
、
川
か
ら
海
に
流
れ
着
い
た
も

の
だ
と
い
う
こ
と
を
見
せ
て
啓
発
し
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
り
「
河
川
浜
辺
の
大
掃
除

大
会
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
企
画
を
し
た
時
に
八
代
市
の
職
員

と
話
す
機
会
が
あ
り
、
ゴ
ミ
拾
い
の

G o o d  P r a c t i c e s  o f  t h e  
O u t c o m e s  S u p p o r t e d  b y  
t h e  R i v e r  F u n d
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果
を
出
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
行
政
に
お
い
て
は
、
地
元
と

の
調
整
や
広
報
、
活
動
に
か
か
る
会

場
の
確
保
や
書
類
作
成
手
続
き
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
い
ま
す
。
教
育
機

関
は
児
童
・
生
徒
の
参
加
の
取
り
ま

と
め
だ
け
で
な
く
、
先
生
方
の
専
門

的
な
知
見
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
継

続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
究
を
担
っ

て
お
り
、
当
会
の
活
動
を
よ
り
深
く

専
門
的
な
も
の
に
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。
民
間
に
お
い
て
は
、
当
会
に
限

ら
ず
、
同
じ
八
代
地
域
で
様
々
な
活

動
を
行
う
市
民
団
体
が
川
遊
び
や
食

事
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
っ
て
、
そ
こ
で
提

供
さ
れ
る
手
料
理
は
参
加
者
の
楽
し

み
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
元
企
業
も
教

材
素
材
、
マ
ン
パ
ワ
ー
、
体
験
・
展

示
ブ
ー
ス
の
提
供
等
を
準
備
か
ら
イ

ベ
ン
ト
の
当
日
ま
で
サ
ポ
ー
ト
頂
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
協
力
を
取
り
ま

と
め
、
か
つ
、
事
業
を
通
し
て
各
主

体
を
内
外
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と

が
こ
れ
ま
で
の
協
働
に
繋
が
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
協
力
す
る
各
主

体
の
顔
が
見
え
る
こ
と
で
、
当
会
の

事
業
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
新
た
な
事

業
や
連
携
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

自
分
の
団
体
だ
け
で
は
な
くw

in-

w
in

の
関
係
が
大
切
で
す
。
お
互
い

に
成
果
が
あ
り
、
発
展
で
き
る
よ
う

な
関
係
を
築
い
て
い
け
た
ら
良
い
と

思
い
ま
す
。

み
ん
な
が
「
主
役
」
で
あ
る
こ
と

が
継
続
さ
せ
る
秘
訣

　

活
動
を
長
く
継
続
さ
せ
る
に
は
８

つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

➊
地
域
の
力
の
協
調
性
を
生
か
し
て
、

み
ん
な
が
「
主
役
」
で
あ
る
こ
と
。

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
地
域
の
繋
が

り
に
し
て
広
げ
て
行
く
こ
と
が
重
要

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

➋
会
員
の
得
意
分
野
を
任
せ
て
、
責

任
を
持
た
せ
る
こ
と
。
各
個
人
を
信

頼
し
て
任
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
が
発
揮
で
き
、
場
数
を
踏
む

こ
と
で
人
と
し
て
育
ち
ま
す
。

➌
他
の
団
体
と
の
細
や
か
な
連
絡
と

配
慮
、
そ
し
て
感
謝
の
心
を
忘
れ
な

い
こ
と
。
頼
ん
だ
こ
と
が
済
ん
だ
ら
、

必
ず
足
を
運
ん
で
お
礼
を
言
う
よ
う

に
心
が
け
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

➍
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
く
活
動
を
、
い

つ
も
発
展
さ
せ
ワ
ク
ワ
ク
す
る
企
画

を
行
う
こ
と
。
毎
年
同
じ
活
動
の
繰

り
返
し
に
は
し
た
く
な
い
と
い
う
気

持
ち
が
あ
る
の
で
、
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
な
が
ら
、常
に
次
回（
改
善
点
）

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

➎
情
報
発
信
を
常
に
行
い
、
ま
た
情

報
収
集
か
つ
日
々
勉
強
す
る
こ
と
。

そ
の
際
に
自
分
（
会
）
の
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、

他
の
協
力
団
体
も
ア
ピ
ー
ル
し
あ
う

こ
と
が
大
事
で
す
。

➏
官
・
学
・
民
・
産
の
連
携
を
図
る

こ
と
。
行
政
や
学
識
経
験
者
の
意
見

を
聞
き
、
世
の
中
の
動
き
を
常
に
観

察
す
る
こ
と
。
こ
の
連
携
が
、
活
動

の
広
が
り
や
継
続
に
と
っ
て
最
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

➐
世
代
間
交
流
を
し
な
が
ら
若
い
世

代
を
育
て
て
い
く
こ
と
。
若
者
を
巻

き
込
ん
だ
企
画
・
実
行
を
進
め
る
こ

と
は
地
域
の
後
継
者
育
成
に
も
な
り

ま
す
。

❽
結
果
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
繋
が
り
を
大

切
に
す
る
こ
と
。
反
省
点
も
次
へ
活

か
す
。
プ
ラ
ス
思
考
で
常
に
前
進
す

る
こ
と
（
マ
イ
ナ
ス
面
は
考
え
な
い
）、

自
分
か
ら
積
極
的
に
動
く
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
私
が
動

き
回
る
の
を
見
て
、
行
政
も
含
め
周

り
の
皆
さ
ん
が
暖
か
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

2001 年発足。会の趣旨は “Think Globally, Act Locally”( 考えは地球規模である
が、まずは身近なところから行動！ )。牡蠣の殻を使用した水質浄化から活動
をスタート。山・川・海をフィールドとした様々な環境教育・啓発活動を展開。
すべての活動において、官・学・民・産の連携を図りつつ、地域の多くの団体
と “ もやい ”（互いに力を合わせる）の精神で活動を実践。
2014 年国土交通省の「河川協力団体」指定。2015 年「熊本県ユネスコ協会」
会員登録。
主な受賞：2007 年「くまもと環境賞」（熊本県）、2008 年「地域環境保全功労
者環境大臣賞」（環境省）、2013 年「くまもと環境大賞」（熊本県）、2012 年・
2014 年・2015 年「河川基金助成事業優秀成果表彰」（公財 : 河川財団）

「次世代のためにがんばろ会」における取り組み

みんなが「主役」でがんばろ会

I N T E R V I E W
川づくりの現場から



1414

ま
た
、
若
い
世
代
の
会
員
を
育
て
た

い
の
で
す
が
、
助
成
金
か
ら
会
員
の

人
件
費
や
交
通
費
を
多
少
で
も
出
せ

れ
ば
、
気
持
ち
良
く
頼
め
る
こ
と
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ピ
ー
代
や
ト

ナ
ー
代
な
ど
の
事
務
費
も
結
構
か
か

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
費
の
確
保

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

見
え
る
化
し
た
「
勲
章
」
が
大

き
な
喜
び
と
思
い
出
に

　

子
ど
も
た
ち
は
、
き
つ
い
！
汚
い
！

危
険
！
の
３
項
目
を
体
験
さ
せ
れ
ば

達
成
感
を
持
ち
、
最
後
に
、
美
味
し

い
！
楽
し
い
！
可
愛
い
！
を
持
っ
て
く

る
と
絶
対
印
象
に
残
っ
て
「
来
年
も

松浦 ゆかり　Yukari MATSUURA

次世代のためにがんばろ会　代表理事

1958 年熊本県八代市生まれ。1992 年当時 5 歳の
三男を横断歩道で、前方不注意の車による交通事
故で亡くしたのをきっかけにボランティア活動を
開始。いろいろな人たちと知り合ううちに環境問
題に取り組み、2000 年八代市が募集した市民環
境研究委員に就任。2001 年委員有志とともに「次
世代のためにがんばろ会」を設立。環境カウンセ
ラー、子どもエコクラブサポーター、熊本県地域
環境温暖化防止活動推進委員なども務める。

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
活
動
資

金
の
確
保

　

会
員
は
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動

を
し
て
い
ま
す
が
、
自
ら
の
時
間
・

体
力
は
勿
論
、
資
料
作
成
・
印
刷
な

ど
の
金
銭
的
な
も
の
を
提
供
し
続
け

て
い
ま
し
た
が
、
河
川
財
団
の
助
成

金
の
お
陰
で
川
の
学
習
会
の
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
、
教
材
備
品
、
文
房

具
類
な
ど
資
金
を
大
切
に
使
用
で
き

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
特
に

最
近
は
、
球
磨
川
流
域
に
点
在
す
る

学
校
間
の
交
流
や
意
見
交
換
活
動
を

進
め
て
お
り
、
各
地
か
ら
児
童
・
生

徒
が
集
ま
る
た
め
の
会
場
や
送
迎
用

の
バ
ス
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。保
険
に
も
入
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

こ
う
い
っ
た
も
の
に
助
成
金
を
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
教
育
関
係
・
行
政
関
係
と

の
打
合
せ
・
資
料
印
刷
な
ど
、
個
人

の
持
ち
出
し
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
休
日
開
催
な
の

で
平
日
に
準
備
し
ま
す
が
、
特
に
若

い
世
代
の
会
員
は
、
平
日
の
昼
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
理
な
人
が
多
く
、

会
を
辞
め
た
人
も
い
る
状
況
で
す
。

満
足
感
が
、
人
の
輪
の
広
が
り
と

参
加
意
欲
の
向
上
に

　

若
い
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
高
校
生
の

時
か
ら
参
加
し
、
大
学
生
に
な
っ
た

ら
大
学
会
員
に
な
り
、
就
職
し
た
ら

正
会
員
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。
会

員
で
は
な
く
て
も
、
当
日
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
役
割

を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
活
動
も
楽
し

く
充
実
す
る
し
、
ま
た
次
回
へ
の
参

加
に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
参

加
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

八
代
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
の

紹
介
・
活
動
を
見
て
く
れ
て
、
大
学

の
先
生
か
ら
授
業
に
使
用
し
た
い
と

依
頼
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
先
生
が
学

生
を
連
れ
て
き
て
活
動
に
参
加
し
た

り
。
さ
ら
に
そ
の
学
生
が
リ
ピ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
友
達
と
一
緒
に
参
加
す
る

な
ど
の
広
が
り
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

地
内
の
各
高
校
生
に
参
加
し
て
貰
う

た
め
に
、
足
で
高
校
へ
出
向
き
お
願

い
し
ま
す
が
、
終
了
後
に
は
参
加
高

校
へ
お
礼
状
と
参
加
証
明
証
を
手
持

ち
で
持
参
し
、
担
当
教
諭
の
顔
を
見

て
対
話
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
、
次
回
へ
の
参
加
意
欲
に
繋
が
っ

行
き
た
い
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。
楽
し

い
だ
け
で
は
ダ
メ
。
楽
し
い
だ
け
で

は
続
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
見
え
る
化
で
す
ね
。
表
彰

だ
っ
た
り
、
認
定
証
だ
っ
た
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
写
真
を
メ
イ
ン
に
、
子

ど
も
の
笑
顔
や
感
想
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
あ
げ
る
と
そ
れ
が
勲
章
だ
っ
た
り

す
る
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
き

な
喜
び
や
思
い
出
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
喜
ぶ
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
、
喜
ぶ
企
画
を
考
え
る
の
が

一
番
楽
し
い
。
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
な
が

ら
、
新
し
い
こ
と
を
３
つ
く
ら
い
考
え

て
い
ま
す
よ
。（
笑
）

　

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た

め
、
お
互
い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

みんなが「主役」でがんばろ会
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教
科
教
育
と
の
関
連
性
を
徐
々
に
つ

け
て
い
き
ま
し
た
。

　

低
学
年
の
生
活
科
で
は
、
街
並
み

探
検
等
を
通
し
て
地
域
の
水
環
境
、

特
に
親
水
公
園
等
の
水
辺
と
そ
こ
に

棲
息
す
る
生
物
に
親
し
み
を
持
た
せ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
３
年
生
以
上
の
理
科
で
は
、

地
域
の
水
環
境
や
生
物
に
興
味
関
心

を
持
た
せ
、
科
学
的
に
調
べ
る
態
度
、

知
識
理
解
、
技
能
を
育
成
し
て
い
ま

す
。
社
会
科
で
は
、
地
域
の
河
川
や

た
め
池
を
題
材
に
、
農
業
を
は
じ
め

と
す
る
産
業
の
た
め
の
利
水
と
、
地

域
で
の
防
災
の
た
め
の
治
水
と
い
う

両
面
か
ら
考
え
る
力
を
養
い
ま
す
。

算
数
で
は
、
例
え
ば
水
の
体
積
の
単

位
や
計
算
を
扱
う
際
に
、
狭
山
池
の

開
水
面
積
と
平
均
水
深
な
ど
か
ら
貯

水
量
を
計
算
し
、
実
際
の
貯
水
量
と

の
比
較
検
討
を
行
う
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
ま
す
。
国
語
で
は
、
理
科
や

社
会
で
の
調
べ
学
習
を
し
た
結
果
に

つ
い
て
、
文
章
と
し
て
の
ま
と
め
方
、

表
現
や
発
表
の
方
法
な
ど
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
意
図
し
た
言
語
能

力
の
育
成
に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、

各
教
科
で
学
習
し
た
水
や
川
に
関
す

る
事
項
と
、
水
に
関
す
る
体
験
学
習

学校法人 はつしば学園小学校（大阪府）　教諭　橘 淳治 さま

クロスカリキュラムで行う
「はつしばスタイル」河川教育

個
性
を
育
み
、
未
来
を
カ
タ
チ
に

　

は
つ
し
ば
学
園
小
学
校
は

２
０
０
３
年
に
創
立
さ
れ
た
新
し
い

学
校
で
あ
り
、「
個
性
を
育
み
、
未
来

を
カ
タ
チ
に
」
を
合
言
葉
に
時
代
の

さ
き
が
け
と
な
る
教
育
活
動
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　

本
校
の
近
く
に
は
、
大
和
川
水
系

西
除
川
・
東
除
川
の
治
水
の
た
め
の

狭
山
池
ダ
ム
を
は
じ
め
、
多
く
の
た

め
池
が
あ
り
ま
す
。
河
川
教
育
導
入

の
き
っ
か
け
は
、
や
は
り
狭
山
池
ダ

ム
を
は
じ
め
と
し
た
水
辺
の
存
在
が

一
番
大
き
い
で
す
。
本
校
で
は
「
幅

広
い
体
験
学
習
」
を
教
育
の
柱
の
一つ

に
掲
げ
て
お
り
、
最
初
は
近
く
に
あ

る
狭
山
池
で
軽
く
遊
ば
せ
て
み
よ
う

と
い
う
も
の
で
し
た
。
例
え
ば
低
学

年
で
は
、
狭
山
池
の
水
辺
で
お
花
摘

み
を
し
た
り
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
探

し
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
的
な
河

川
教
育
へ
の
発
展

　

最
初
は
狭
山
池
の
水
辺
で
遊
ん
だ

り
水
に
触
れ
た
り
と
い
っ
た
体
験
的

な
学
習
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
の
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
河
川
教
育
と
各

川づくりの現場から

I N T E R V I E W

みんなが「主役」でがんばろ会
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大阪初芝学園はつしば学園小学校

2003 年に大阪府堺市に誕生した新しい学校で、日本最古のダムである狭山
湖ダムをはじめ都会でありながら水と緑に恵まれた環境に位置する。
設立当初から水環境学習や地域学習の場として大和川、西除川や狭山池ダム
を活用していた。
現在は、理科をはじめとする教科、総合的な学習の時間、学校行事、放課後
サイエンスクラブなどを有機的に連携させ、実践を通して「はつしばスタイ
ル」の河川教育プログラムの実践に挑戦している。

面
張
り
で
河
川
改
修
を
す
る
と
、
そ

こ
の
生
態
系
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
り

生
き
物
が
い
な
く
な
っ
た
り
す
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
河
川
の
環
境
が
悪
く
な
る

か
も
知
れ
な
い
と
子
ど
も
た
ち
は
考

え
ま
す
。
一
方
、
河
川
改
修
を
す
る

こ
と
は
洪
水
の
防
止
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
万
が
一
、
大
雨
が
降
っ
て
洪
水
が

起
こ
れ
ば
、
自
分
の
家
も
被
害
を
受

け
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
す

る
と
、
環
境
保
全
は
も
ち
ろ
ん
重
要

で
す
け
れ
ど
も
、
治
水
も
大
事
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

　
こ
の
よ
う
な
対
抗
リ
ス
ク
の
問
題
に

つ
い
て
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
考
え

て
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
物
事
の
見

方
は
子
ど
も
に
よ
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
違

い
ま
す
。
例
え
ば
山
手
の
方
に
住
ん

で
い
る
子
ど
も
は
、
治
水
と
い
う
の

は
程
々
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
は
デ
ー

タ
を
も
と
に
自
分
で
そ
う
判
断
し
た

と
い
う
こ
と
で
い
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
科
学
的
・
論
理
的
に
も
の
ご
と

を
考
え
る
「
科
学
す
る
こ
こ
ろ
」
や

総
合
的
な
見
方
を
も
と
に
、
自
分
自

身
の
意
見
・
考
え
を
持
つ
子
が
増
え

た
と
い
う
の
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。

継
続
の
課
題
を
ペ
ア
制
度
で
解
消

を
統
合
し
、
地
域
の
水
や
川
に
つ
い
て

の
問
題
・
課
題
の
発
見
と
解
決
方
法

を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

「
科
学
す
る
こ
こ
ろ
」
を
育
て
る

　

河
川
教
育
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
生
き
物

に
触
れ
る
子
ど
も
の
数
が
、
一
般
の
学

校
に
比
べ
て
多
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
ゴ
キ
ブ
リ
を
触
れ
る
と
い
う
の

は
ち
ょ
っ
と
問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

（
笑
）、
バ
ッ
タ
の
よ
う
な
も
の
に
は

普
通
に
触
れ
ま
す
し
、
カ
エ
ル
を
手

の
上
に
乗
せ
て
も
大
丈
夫
で
す
。
自

然
体
験
が
増
え
た
の
で
、
生
き
物
と

の
距
離
が
短
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
の
感
性
の
豊
か

さ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
各
教
科
に
お
い
て
は
、
水
や

川
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
絞
り
込
ん

で
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
の
方
向
性
が
は
っ
き
り

す
る
と
と
も
に
、
科
学
的
・
論
理
的

に
も
の
ご
と
を
考
え
る
「
科
学
す
る

こ
こ
ろ
」
や
総
合
的
な
見
方
が
育
っ

て
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。　
　

　

例
え
ば
、
今
は
あ
ま
り
無
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三

　

や
は
り
人
材
の
面
が
一
番
の
課
題

で
す
。
河
川
教
育
を
、
私
や
特
定
の

先
生
だ
け
で
や
っ
て
い
る
と
人
事
異
動

な
ど
の
際
に
継
続
性
が
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
先
生

を
だ
ぶ
ら
せ
て
二
人
で
教
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
本
校
は
理
科
、
社

会
と
い
っ
た
教
科
で
の
専
科
制
（
注
：

教
師
が
い
く
つ
か
の
学
級
に
お
い
て
そ

の
教
科
を
教
授
す
る
方
式
）
を
と
っ

て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
理
科
の
授
業

で
水
や
河
川
を
取
り
上
げ
る
場
合
に

は
、
で
き
る
だ
け
理
科
担
当
の
先
生

と
学
級
担
任
の
先
生
が
一
緒
に
入
っ
て

教
え
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
先
生
に
と
っ
て
は
、
空
き

時
間
が
少
な
く
な
っ
て
時
間
的
な
負

担
が
増
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
す
べ

て
の
学
年
や
授
業
で
二
人
の
先
生
を

入
れ
る
の
は
無
理
で
す
が
、
で
き
る

だ
け
そ
う
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
初
回
は
専
科
の
先
生

が
説
明
し
て
も
う
一
人
の
担
任
の
先

生
は
見
て
い
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
２
回
目
、
３
回
目
に

な
っ
て
く
る
と
、
む
し
ろ
担
任
の
先

生
が
子
ど
も
に
説
明
し
て
い
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み

に
よ
っ
て
、
先
生
同
士
で
情
報
交
換

クロスカリキュラムで行う「はつしばスタイル」河川教育

I N T E R V I E W
川づくりの現場から

クロスカリキュラムで行う「はつしばスタイル」河川教育

I N T E R V I E W
川づくりの現場から
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け
加
え
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
付
け
加

え
る
と
い
う
よ
う
に
、
最
初
の
ハ
ー
ド

ル
は
少
し
下
げ
た
方
が
良
い
で
す
。

　

ま
た
学
校
の
近
隣
に
河
川
が
あ
っ

て
学
習
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
場
合

は
良
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
学
校

で
も
、
地
域
で
探
し
て
み
れ
ば
何
か

あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
川
が
な

く
て
も
た
め
池
が
あ
る
と
か
、
あ
る

い
は
海
が
近
い
と
か
、
河
川
の
み
な

ら
ず
水
の
学
習
と
い
う
形
で
捉
え
て

も
う
一
度
、
地
域
を
見
渡
す
だ
け
で

も
何
か
発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。
わ

ざ
わ
ざ
遠
く
に
ま
で
出
て
行
か
な
い

と
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
は
無
い

し
、
学
校
行
事
の
体
験
学
習
や
修
学

旅
行
の
よ
う
な
機
会
を
活
用
す
る
こ

と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な

無
理
の
な
い
形
で
進
め
る
の
が
大
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
の
学
校
で
の
、
既
存
の
教
科

の
中
で
の
取
組
や
地
域
の
資
源
を
見

つ
め
な
お
す
こ
と
か
ら
始
め
て
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
開
始
し
、
徐
々
に

質
や
量
を
高
め
て
い
く
と
い
う
ス
タ
ン

ス
が
良
い
で
し
ょ
う
。

う
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
先

生
も
安
心
し
て
最
初
の
一
歩
が
踏
み

出
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
学
校
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
が
で
き
る
と
良
い
で
す
。
私
も
い
ろ

い
ろ
な
小
学
校
を
回
っ
た
り
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
わ
り
と
小

学
校
は
完
結
型
で
、
そ
の
学
校
内
だ

け
で
、
完
結
す
る
よ
う
な
活
動
が
多

い
感
じ
が
し
ま
す
。
中
学
や
高
校
で

は
教
科
の
研
究
会
が
盛
ん
な
の
で
学

校
を
越
え
て
交
流
で
き
る
の
で
す
が
、

小
学
校
の
場
合
に
は
学
校
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
ほ
と
ん
ど
無
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

構
築
で
き
た
ら
だ
い
ぶ
違
う
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
河
川
財
団
で

実
施
し
て
い
る
「
川
づ
く
り
団
体
全

国
事
例
発
表
会
」
や
「
河
川
教
育
研

究
交
流
会
」
も
、
Ｎ
Ｐ
О
等
の
川
づ

く
り
団
体
や
河
川
教
育
に
取
組
む
他

の
学
校
の
先
生
と
の
交
流
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
役
立
ち
ま
す
。

最
初
の
ハ
ー
ド
ル
は
少
し
下
げ

て
、
徐
々
に
質
・
量
を
充
実

最
初
は
無
理
を
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
自
分
の
学
校
で
現
在
や
っ
て
い

る
こ
と
を
一
度
見
直
し
て
、
そ
こ
に
付

を
行
っ
た
り
、
教
育
の
ス
キ
ル
を
お
互

い
に
教
え
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
一
緒
に
や
る
と
い
う
の
が
い

ろ
ん
な
意
味
で
い
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
更

な
る
発
展
へ

　

ま
ず
学
校
で
は
水
や
川
に
つ
い
て
の

専
門
知
識
を
得
る
と
い
う
の
が
難
し

い
で
す
。
教
員
が
間
違
っ
た
こ
と
を

正
し
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
場
合
が

あ
り
、
そ
れ
を
教
え
る
こ
と
は
よ
く

な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
支
援
し
て
い
た
だ
け

る
と
良
い
で
す
。
例
え
ば
大
学
の
先

生
、
国
土
交
通
省
の
河
川
事
務
所
の

職
員
、
学
校
の
教
育
活
動
に
合
致
す

る
Ｎ
Ｐ
О
の
方
と
い
っ
た
専
門
家
に

相
談
で
き
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ら
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
河
川
教
育
に
取
組
む

き
っ
か
け
を
作
る
た
め
の
情
報
提
供

も
重
要
で
す
。
河
川
に
関
係
し
て
、

社
会
、
理
科
、
算
数
、
道
徳
と
い
っ

た
様
々
な
教
科
で
、
教
材
と
し
て
使

え
る
素
材
集
や
事
例
集
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
と
良
い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

教
科
で
、
河
川
に
つ
い
て
こ
ん
な
形
で

教
え
た
り
活
動
で
き
た
り
す
る
と
い

橘 淳治　Junji TACHIBANA

大阪初芝学園はつしば学園小学校　教諭
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スイス連邦工科大学チューリッヒ校（ETH Zurich）博士研究員〔日本学術振興会海外特別研究員〕　石川 尚人 さま

川の生き物の食べ物はどこから来るのか？
- 放射性炭素 14 を中心としたマルチアイソトープによる河川食物網の生産基盤の解明 -

生
態
系
を
高
精
度
に
解
析
す
る

研
究

　

河
川
基
金
の
助
成
は
、
こ
れ
ま
で

何
度
か
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
河
川
基
金
で
の
研
究
成
果
を

発
展
さ
せ
、助
成
終
了
後
何
年
か
経
っ

て
よ
う
や
く
論
文
と
し
て
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
よ
い

機
会
だ
と
思
い
応
募
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

助
成
当
時
は
、
京
都
大
学
生
態
学

研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
、
川
に
棲

む
生
き
物
の
同
位
体
比
（
同
位
体
と

は
、
陽
子
の
数
は
同
じ
だ
が
、
中
性

子
の
数
が
異
な
る
元
素
の
こ
と
）
を

測
る
こ
と
で
、
生
態
系
の
中
の
物
質

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
を
明
ら
か
に

す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
生
き

物
の
体
に
含
ま
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
化

合
物
（
ア
ミ
ノ
酸
や
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
な

ど
）
ご
と
に
同
位
体
比
を
測
り
、
生

態
系
を
よ
り
高
精
度
に
解
析
す
る
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
所
属
す
る

海
洋
研
究
開
発
機
構
（JAM

STEC

）

は
、
海
と
地
球
の
研
究
所
で
す
。
こ

こ
で
は
自
由
闊
達
な
雰
囲
気
の
も
と
、

た
い
へ
ん
優
秀
な
人
材
が
数
多
く
集

ま
り
、
地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ

う
」
や
潜
水
調
査
船
「
し
ん
か
い

６
５
０
０
」
な
ど
を
駆
使
し
た
、
世

界
最
先
端
か
つ
独
創
的
な
研
究
開
発

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
川
生
態
学
の
重
要
な
新
知
見

　

我
々
人
間
を
含
む
動
物
の
多
く

は
、
食
べ
物
が
な
け
れ
ば
生
き
て
ゆ

け
ま
せ
ん
。
そ
の
食
べ
物
は
、
光
合

成
に
よ
っ
て

CO2
か
ら
作
り
出
さ
れ
た

有
機
物
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
受
賞
対

象
と
な
っ
た
研
究
で
は
、
川
に
棲
む

生
き
物
（
魚
や
虫
な
ど
）
の
放
射
性

炭
素
天
然
存
在
比
（
Δ

14C
）
を
測
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
川
に
棲
む
生
き

物
の
食
べ
物
（
炭
素
）
が
、
ど
こ
か

ら
や
っ
て
来
て
、
ど
れ
く
ら
い
川
の

中
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
か
、
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

14C
は
安
定
同
位

体
で
あ
る

13C
と
異
な
り
、
宇
宙
線
存

在
下
の
成
層
圏
で
つ
く
ら
れ
、
半
減

期
５
７
３
０
年
で
β
壊
変
し
て
な
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
大

気
中
の

CO2
と
、
河
川
水
中
に
溶
け
込

ん
で
い
る

CO2
と
で
は
、
Δ

14C
が
異
な

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
利
用
す
れ
ば
、

川
に
棲
む
生
き
物
の
食
べ
物
が
、
大

気
CO2
か
ら
来
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と

も
別
の
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
の
か
が

分
か
る
は
ず
で
す
。
生
物
の
Δ

14C
は
、

大
気
中
の

CO2
の
そ
れ
よ
り
も
は
る
か

に
低
く
、
彼
ら
の
食
べ
物
の
多
く
が
、

大
気

CO2
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
由
来
す

　平成 26 年度河川基金助成事業による研究成果表彰の「理事長奨励賞」を受賞した国立研究開発法人 海洋研究開発機構
の JSPS 特別研究員 PD 石川尚人さん（現在：スイス連邦工科大学チューリッヒ校（ETH Zurich）博士研究員〔日本学術
振興会海外特別研究員〕）に、受賞対象となった研究の概要、河川基金に対する期待、同じ若手研究者へのメッセージな
どをお聞きしました。
　研究成果表彰は、河川基金による助成事業で実施した調査・研究の成果をさらに発展・成熟させ、学会等に論文とし
て発表することにより社会的に評価された研究実績をあげるなど、防災・減災の取組みや河川環境の改善・保全等に関
して卓越した功績を上げた助成研究者を表彰するものです。

平成 26 年度

理事長奨励賞

受賞

川づくりの現場から

I N T E R V I E W

川の生き物の食べ物はどこから来るのか？
- 放射性炭素 14 を中心としたマルチアイソトープによる河川食物網の生産基盤の解明 -

I N T E R V I E W
川づくりの現場から

生物試料を燃やした後、二酸化炭素ガスだけにするためのガラスライン。さらに二酸化炭素をグラファイトに変え、放射性炭素分析を行う。

G o o d  P r a c t i c e s  o f  t h e  
O u t c o m e s  S u p p o r t e d  b y  
t h e  R i v e r  F u n d



1919

て
ど
れ
だ
け
貢
献
で
き
る
か
、
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
理
念
の
追
求
に
は
、
基
礎
的
な
知

見
の
積
み
上
げ
が
必
要
不
可
欠
な
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
出

口
志
向
の
応
用
的
な
研
究
も
も
ち
ろ

ん
重
要
で
す
が
、
今
後
も
こ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
、
基
礎
研
究
に
対
す
る

継
続
的
な
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

最
後
に
、
河
川
財
団
の
皆
様
、
顧

問
の
先
生
方
に
、
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。
表
彰
い
た
だ
い
た
研
究
成

果
は
、
大
学
院
の
恩
師
で
あ
る
陀
安

一
郎
先
生
、
共
同
研
究
者
の
加
藤
義

和
さ
ん
、
冨
樫
博
幸
さ
ん
と
一
緒
に

作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
本
表
彰
を
励
み
に
し
て
、
河

川
に
関
わ
る
学
問
の
発
展
に
貢
献
す

る
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
は
４
月
か
ら
研
究
活
動
の

拠
点
を
海
外
へ
移
し
ま
す
が
、
河
川

を
対
象
と
し
た
研
究
は
続
け
て
い
き

ま
す
の
で
、
河
川
基
金
に
は
機
を
見

て
ま
た
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
平
成
28
年
２
月
取
材
）

研
究
成
果
の
こ
ま
め
な
整
理

　

河
川
基
金
で
は
、
若
手
の
た
め
の

採
択
枠
も
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
応
募
を
お
勧
め
し
ま
す
。

応
募
書
類
を
書
い
た
り
計
画
を
考
え

た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
研
究
を

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

す
。
採
択
さ
れ
れ
ば
自
信
も
つ
く
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
積
極
的
に

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
の
た
め
に
準
備
す
る
書
類
が

少
な
い
点
は
、
初
め
て
の
人
に
と
っ
て

は
と
て
も
あ
り
が
た
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
特
に
、
他
の
助
成
金

や
奨
学
金
な
ど
へ
の
応
募
経
験
の
少

な
い
大
学
院
生
に
は
、
腕
試
し
の
場

と
し
て
も
最
適
で
す
。
報
告
書
の
文

量
は
や
や
多
い
で
す
が
、
研
究
成
果

を
論
文
化
す
る
過
程
で
、
早
め
に
結

果
を
ま
と
め
て
頭
を
整
理
す
る
よ
い

機
会
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　

今
回
、
河
川
財
団
理
事
長
奨
励
賞

を
受
賞
し
て
、
大
変
光
栄
で
あ
る
と

同
時
に
、
身
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
私
の
よ
う
な
基
礎
研
究
者

が
、
河
川
財
団
の
理
念
に
あ
る
「
河

川
環
境
の
整
備
、保
全
」さ
ら
に
は「
国

民
生
活
の
向
上
」
に
対
し
、
果
た
し

る
こ
と
を
、
世
界
で
初
め
て
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
大
気

CO2
濃
度
の
増
加

が
、
気
候
や
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ

す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
川
の
生

き
物
に
と
っ
て
は
、
そ
の
影
響
は
直
接

的
で
は
な
い
可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
一
連
の
成
果
は
、
河
川
生
態
学

の
重
要
な
新
知
見
と
し
て
、Ecology

誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
を
展
開
さ
せ
る
た
め
に

　

河
川
を
対
象
と
す
る
研
究
助
成
金

は
あ
ま
り
な
い
た
め
、
た
い
へ
ん
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最

近
は
若
手
研
究
者
専
用
の
応
募
枠
も

作
っ
て
い
た
だ
き
、
私
の
よ
う
な
ポ
ス

ド
ク
や
大
学
院
生
な
ど
に
も
、
獲
得

の
チ
ャ
ン
ス
が
大
き
く
広
が
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
経
費
も
比
較
的
自
由

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
思
い

通
り
に
研
究
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
の
発
展
と
と
も
に
専
門

分
野
が
ま
す
ま
す
細
分
化
さ
れ
、
き

わ
め
て
重
要
な
研
究
成
果
を
出
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
般
社
会
か

ら
そ
の
価
値
を
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い

研
究
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
研
究
に
も
光
を
当
て
ら
れ
る

よ
う
な
助
成
制
度
を
、
ぜ
ひ
目
指
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

石川 尚人　Naoto ISHIKAWA　　（写真左）

スイス連邦工科大学チューリッヒ校（ETH Zurich）博士研究員
〔日本学術振興会海外特別研究員〕

1983 年宮城県生まれ。2006 年東北大学理学部生物学科卒業。
2011 年 3 月京都大学大学院理学研究科博士課程修了。博士

（理学）。2011 年京都大学生態学研究センター研究員。2013
年海洋研究開発機構日本学術振興会特別研究員（PD）。2016
年 4 月より現職。

2012 年笹川科学研究奨励賞。2015 年日本陸水学会最優秀口
頭発表賞。主な著書に「現代の生態学第 9 巻 淡水生態学の
フロンティア」（共著　共立出版、2012）、「生態学フィール
ド調査法シリーズ第 6 巻 安定同位体を用いた餌資源・食物
網調査法」（共著　共立出版、2016）

川の生き物の食べ物はどこから来るのか？
- 放射性炭素 14 を中心としたマルチアイソトープによる河川食物網の生産基盤の解明 -

I N T E R V I E W
川づくりの現場から
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　河川基金では、助成事業者をはじめ様々な関係者の連
携の強化を図るとともに、相互の情報や知見の共有化等
を支援するプラットフォームづくりを進めていくため「人
づくり活動を支援する基盤整備」を行っています。
　その一環として、河川財団では国際的水教育プログラム
「プロジェクトWET」の日本事務局として、子どもたちに
水についてより理解を深めてもらうための指導者を認定
し、日本におけるプロジェクトWETを推進しています。

I N F O

人づくり活動を
支援する基盤整備

国際的水教育プログラム

河川基金 推進事業

全世界 66 以上の国と地域で普及され
ている国際的水教育プログラム。「ア
クティブ・ラーニング」の要素を持ち、
模擬体験や協同学習をベースとした
プログラム。日本では河川財団が事
務局となり、全国で約 7000 人が指
導者として登録されている。

プロジェクト WET と
ミス日本「水の天使」

プロジェクト WET

　プロジェクトWETを通じた水教育の推進には、ファシ
リテーターと呼ばれる約 300 人の上級・普及指導者と約
7,000 人の一般指導者が中核となっており、職業も学校
関係者や会社員、行政職員、NPOの方々と様々です。
　2015年11月にはミス日本コンテスト事務局と連携し、
2015 年度ミス日本「水の天使」柴田美奈さんが、当財団
が主催するプロジェクトWET講習会を受講していただき
ました。ミス日本「水の天使」は、水の大切さを様々なチャ
ンネルで伝える活動を行っており、水について分かりや
すく伝えるツールとしてプロジェクトWETの活用を検討
しています。2016 年度ミス日本「水の天使」須藤櫻子さ
んも川遊び等の水に親しむ活動をされており、大学で学
んでいる経営学の知識を活かし、水の利用や恵みについ
て伝えて行きたいと意気込みを語っていただきました。
　プロジェクトWETの推進にあたり、河川財団ではこう
した様々な主体や分野の方々と連携し、水教育・河川教
育の輪を広げて参ります。

日本におけるプロジェクト WET の推進

様々な主体との連携・広がり

2015 年 11 月にプロ
ジェクトWET 講習会
を受講した、2015 年
度ミス日本「水の天使」
柴田美奈さん。

「講習を通じて、水へ
の更なる理解と、子ど
もたちにわかりやすく
伝えるためのスキルを
磨くことができまし
た。」と語ってくれま
した。

2016 年度ミス日本「水の天使」須藤櫻子さんが、河川財団を訪
問し、プロジェクトWET等を通じて水教育を人々に分かりやす
く伝えていくことの必要性等について関理事長と歓談しました。

河川基金　推進事業の取組み



21

ご寄附の御礼

　平成 27年 4月 1日から平成 28年 3月 31
日までの一年間に、「一般財団法人　宮崎大
淀川スポーツセンター」や「釧路リバープロ
テクション 21 の会」をはじめとする、団体
や個人の皆様から 2,684,386 円のご寄付をい
ただきました。寄付者の皆様に心より御礼申
し上げます。
　ご厚志につきましては、河川基金として管
理し、その運用益を河川の治水・利水・環境
に関する調査、川づくり団体の活動や学校で
の河川教育を支援する助成事業のために有効
に使わせていただく所存でございます。

寄付金の
税法上の優遇措置について

当財団は、内閣総理大臣より
「公益財団法人	」としての認
定を受けております（認定日
は平成 25 年 3月 21 日、法人
登記日は同年 4月 1日）ので、
当財団への寄附金には上記の
河川基金への寄附金及び一般
寄附金のいずれについても特
定公益増進法人としての税法
上の優遇措置が適用され、所
得税（個人）・法人税（法人）
の所得控除等が受けられます。

詳細は河川財団HPをご覧下さ
い。

公益財団法人　河川財団
　　理事長　　関　克 己

昭和 63年 3月	 　「河川整備基金」設立

平成 5年度	 　成果発表会の開催を開始

平成 12年度	 　「啓発活動」に環境教育活動を追加

数字で見る「河川基金」

約 283 億円基金造成額
（昭和 63 年度～平成 28 年度）

約 10,110 件助成件数
（昭和 63 年度～平成 28 年度）

約 115 億円助成総額
（昭和 63 年度～平成 28 年度）

河川基金
約 283億円

国民・
企業等

寄付 運用益 成果助成事業

推進事業

研究者・研究機関部門

川づくり団体部門

学校部門

政策研究・人づくり活動を
支援する基盤整備

全国の
川づくり

活動の広がり

河川基金の沿革

昭和 63 年に河川財団（河
川環境管理財団）に「河
川整備基金」として設立。
設立後 30 年近くを経過
し、社会情勢の変化等に
対応するため「河川基金」
として新たなスタートを
切っています。

「河川基金」とは

河川財団 検索

河川財団は、我が国の助成財団の中で、資産総額で 23 位、助成等
事業費で 38 位にランキングされています。

（「日本の助成財団の現状」より　助成財団センター調べ　H25 年度）

資金総額 23 位
助成等事業費 38 位

平成 14年度	 　「総合的な学習の時間」への助成を開始

平成 26年度	 　「今後の河川整備基金のあり方検討委員会」の開催

平成 27年 10月	 　「河川基金」への名称変更

寄付者の皆様へ
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子どもの水辺サポートセンター
  TEL:03-5847-8307 FAX:03-5847-8314

河川総合研究所 TEL:03-5847-8304 FAX:03-5847-8309
（戦略的維持管理研究所）
東京事務所  TEL:03-5847-8306 FAX:03-5847-8310
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E-mail:info-h@hkd.kasen.or.jp
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TEL052-388-7891 FAX052-388-7918
E-mail:info-n@nagoya.kasen.or.jp

近畿事務所
〒 540-6591 大阪市中央区大手前 1-7-31（OMM13F）
TEL06-6942-2310 FAX06-6942-2118
E-mail:info-o@osaka.kasen.or.jp

本部
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http://www.kasen.or.jp E-mail:info@kasen.or.jp

R
IV
E
R
 F
U
N
D

3
4

2
0
16

A
p
ril

V
o
l.

河川財団は、河川に関する調査・研究及び環境整備並びに
河川への理解を深めるための活動に対する助成並びにその
実施を行うことにより、 国土の利用、整備又は保全及び国
民の心身の健全な発達を促進し、公共の福祉を増進します。
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